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姫リンゴと狂い咲きのはなし 2021.11.23 

姫リンゴの花が咲きました。赤い実もそろそろ朽ちる季節はずれの 11 月です。ヒメリン

ゴはバラ科リンゴ属の植物。キッチンガーデンでは毎年、直径 2ｃｍくらいの可愛い実を

つけます。すっぱくて食用には向きませんが園芸用や盆栽用などに使われています。まだ

実がついているこの季節に花を咲かせるのはいわゆる狂い咲き。季節はずれに花が咲くこ

とで、春に咲いた花が、次の春を待つことなく秋に再び花を咲かせるようなことです。二

度咲きとか、返り咲きとも言います。植物は次の花芽が作られると、葉っぱで作られるホ

ルモンによって休眠状態に入ります。休眠することで寒い冬に耐えるのですが、何らかの

理由（風害や虫害）で葉っぱが無くなると、休眠ホルモンの供給がなくなります。そして

異常気象などにより暖かい日が続くと再び開花が始まってしまうことがあるのです。最近

では世界的な規模で狂い咲きが頻繁に観察されているようです。気象の異常は自然災害だ

けではなく、植物の世界にも影響を及ぼしているんですね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


